
2026年12月期 第２四半期（中間期）決算短信〔日本基準〕(連結)
2026年８月10日

上 場 会 社 名 フジコピアン株式会社 上場取引所 東・福

コ ー ド 番 号 7957 URL https://www.fujicopian.com

代 表 者 (役職名) 代表取締役社長 (氏名) 佐々木 敏樹

問合せ先責任者 (役職名) 代表取締役専務 (氏名) 上田 正隆 (TEL) 06(6471)7071

半期報告書提出予定日 2026年８月10日 配当支払開始予定日 ―

決算補足説明資料作成の有無 ：無

決算説明会開催の有無 ：無
(百万円未満切捨て)

１．2026年12月期第２四半期（中間期）の連結業績（2026年１月１日～2026年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年12月期中間期 4,671 13.9 197 ― 236 ― 1,195 ―
2025年12月期中間期 4,101 △0.1 △192 ― △199 ― △191 ―

(注) 包括利益 2026年12月期中間期 676百万円( ―％) 2025年12月期中間期 △158百万円( ―％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年12月期中間期 778.70 758.12
2025年12月期中間期 △125.32 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年12月期中間期 13,537 8,607 63.6
2025年12月期 13,871 7,968 57.4

(参考) 自己資本 2026年12月期中間期 8,604百万円 2025年12月期 7,965百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年12月期 ― 0.00 ― 40.00 40.00
2026年12月期 ― 0.00
2026年12月期(予想) ― 170.00 170.00

(注) 1.直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

22222.....当第2四半期決算短信の当第2四半期決算短信の当第2四半期決算短信の当第2四半期決算短信の当第2四半期決算短信の発表日現在で未行使の新発表日現在で未行使の新発表日現在で未行使の新発表日現在で未行使の新発表日現在で未行使の新株予約株予約株予約株予約株予約権権権権権（（（（（333335555500000,,,,,555550000000000株株株株株）））））がすべて当期中に行使さがすべて当期中に行使さがすべて当期中に行使さがすべて当期中に行使さがすべて当期中に行使されたれたれたれたれたととととと

仮定した場合の期末配当仮定した場合の期末配当仮定した場合の期末配当仮定した場合の期末配当仮定した場合の期末配当金は139.00円とな金は139.00円とな金は139.00円とな金は139.00円とな金は139.00円となりまりまりまりまりますすすすす。。。。。

３．2026年12月期の連結業績予想（2026年１月１日～2026年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,700 14.4 350 ― 360 ― 1,250 ― 814.51

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年12月期中間期 1,789,487株 2025年12月期 1,789,487株

② 期末自己株式数 2026年12月期中間期 242,551株 2025年12月期 258,825株

③ 期中平均株式数（中間期） 2026年12月期中間期 1,534,668株 2025年12月期中間期 1,530,682株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報および将来の業績に影響をあたえる不確実な要因にか

かる本資料発表日現在における仮定を前提としています。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる

結果となる可能性があります。

上記の予想に関する事項については、３ページ「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの

将来予測情報に関する説明」を参照してください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、企業による賃上げの継続などにより、実質賃金がプラスで推移し、

雇用・所得環境の改善を背景に個人消費に持ち直しの動きがみられるなど、緩やかな回復基調が続きました。一方

で、中東情勢をはじめとする国際情勢の不安定化に伴う原材料調達不安や価格の高騰及び中国の景気停滞など景気

の下振れリスクが引き続き懸念され、先行き不透明な状況が続いております。

このような状況のもと、当グループは、新中期経営計画（2026～2030）において、「戦略の見直しによる成長」

を重点経営課題の一つとしております。ここでは、事業ポートフォリオ分析にもとづき、「中核的成長事業」およ

び「戦略的育成事業」における製品群・市場のうち有望なテーマに絞って優先度をつけながら投資をおこなう「選

択と集中」を徹底する取り組みを進めております。

当中間連結会計期間における販売面につきましては、新中期経営計画における重点課題「コアビジネスの強化」

に注力するなかで、主力のサーマルトランスファーメディアでは国内および海外向け需要が着実に増加するなど、

回復傾向にあります。

また、生産面では、新中期経営計画における重点課題「コスト競争力の強化」を目指し、グループ全体でのコス

ト削減を推進し、収益改善に取り組んでまいりました。

この結果、連結売上高は、46億７千１百万円(前年同期比13.9％増)となりました。

利益面におきましては、グループを挙げた生産の効率化や販売費および一般管理費の抑制に努めるなどコスト削

減に取り組んでまいりました。また中東情勢の影響による原材料価格の高騰に対して、販売先への一時的な価格転

嫁をすすめてまいりました。さらに前期に減損損失を計上した影響により、当中間連結会計期間における償却費の

発生が抑制されたことも相俟って、営業利益は１億９千７百万円(前年同期 営業損失１億９千２百万円)となり、

経常利益は２億３千６百万円(前年同期 経常損失１億９千９百万円)となりました。政策保有株式（上場企業）売

却益の計上もあり、親会社株主に帰属する中間純利益は11億９千５百万円(前年同期 親会社株主に帰属する中間純

損失１億９千１百万円)となりました。

セグメント別の業績は、次のとおりであり、売上高についてはセグメント間の内部売上高又は振替高を除いた売

上高で表示しております。

印字記録媒体および事務用消耗品関連事業は、売上高44億４千９百万円(前年同期比13.2％増)、セグメント利益

(売上総利益)は11億６百万円(前年同期比36.8％増)となりました。

品目別売上高としましては、サーマルトランスファーメディアは、主力のバーコード用リボンを中心に成長市場

（用途）への拡販に努めました結果、27億７千６百万円(前年同期比9.5％増)となりました。

インパクトリボンは、市場の縮小傾向が続くなか、選択と集中にもとづく営業活動を展開し、５億９千９百万円

(前年同期比54.5％増)となりました。

テープ類は、取引先各社の需要に回復の兆しが出てきており、７億５千７百万円(前年同期比15.1％増)となりま

した。

機能性フィルムは、新製品に対する拡販などに努めたものの、２億７百万円(前年同期比4.6％減)となりました。

その他は、１億７百万円(前年同期比17.6％減)となりました。

プラスチック成形関連事業は、取引先各社の需要の回復が進み、売上高２億２千２百万円(前年同期比29.5％増)、

セグメント利益(売上総利益)は５千１百万円(前年同期比56.4％増)となりました。
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（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

当中間連結会計期間末の総資産は、135億３千７百万円(前連結会計年度末比2.4％減)と、前連結会計年度末に比

べ３億３千３百万円の減少となりました。これは、主に投資有価証券が減少したことなどによるものであります。

負債は、49億３千万円(前連結会計年度末比16.5％減)と、前連結会計年度末に比べ９億７千２百万円の減少とな

りました。これは、主に設備関係電子記録債務が減少したことなどによるものであります。

純資産は、86億７百万円(前連結会計年度末比8.0％増)と、前連結会計年度末に比べ６億３千８百万円の増加とな

りました。これは、主に利益剰余金が増加したことなどによるものであります。

②キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前中間純利益計上の一方で、投資有価

証券売却益の計上などにより、11億３千７百万円の収入となり、前年同期比では、８億４千７百万円の収入の増加

となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、投資有価証券の売却による収入などにより６億３千１百万円の収入とな

り、前年同期比では10億７百万円の収入の増加となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済による支出などにより４億４千７百万円の支出となり、

前年同期比では９億２千９百万円の収入の減少となりました。

この結果、現金及び現金同等物の当中間連結会計期間末残高は、期首残高に比べ13億８千６百万円増加し、39億

２千８百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年12月期の業績予想につきましては、2026年５月15日に発表の数値を変更しております。詳細につきまして

は、本日発表の「2026年12月期第２四半期(中間期)連結業績予想数値と実績の差異および通期連結業績予想修正な

らびに配当予想修正に関するお知らせ」を参照ください。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年12月31日)

当中間連結会計期間
(2026年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,541,657 3,928,385

受取手形及び売掛金 1,948,058 1,928,678

電子記録債権 599,391 502,942

商品及び製品 790,556 600,801

仕掛品 714,349 722,011

原材料及び貯蔵品 776,846 715,664

その他 231,415 70,364

貸倒引当金 △2,461 △2,372

流動資産合計 7,599,814 8,466,476

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,897,605 1,917,889

機械装置及び運搬具（純額） 1,222,480 1,422,781

土地 1,075,984 1,075,984

建設仮勘定 274,934 69,991

リース資産（純額） ― 7,369

工具、器具及び備品（純額） 85,714 83,319

有形固定資産合計 4,556,719 4,577,336

無形固定資産

ソフトウエア 736 584

その他 40,628 42,549

無形固定資産合計 41,364 43,134

投資その他の資産

投資有価証券 1,515,851 308,260

その他 157,888 142,753

投資その他の資産合計 1,673,740 451,013

固定資産合計 6,271,824 5,071,483

資産合計 13,871,638 13,537,960
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年12月31日)

当中間連結会計期間
(2026年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 324,219 539,694

電子記録債務 740,413 521,569

1年内返済予定の長期借入金 687,955 634,005

リース債務 50,482 26,742

未払法人税等 26,117 164,610

未払消費税等 6,636 19,655

設備関係電子記録債務 636,306 86,692

その他 363,947 648,251

流動負債合計 2,836,078 2,641,221

固定負債

長期借入金 1,917,387 1,600,384

リース債務 65,871 59,127

繰延税金負債 295,630 20,959

役員退職慰労引当金 242,233 57,283

退職給付に係る負債 542,468 548,052

資産除去債務 3,811 3,811

固定負債合計 3,067,403 2,289,619

負債合計 5,903,481 4,930,840

純資産の部

株主資本

資本金 4,791,796 4,791,796

資本剰余金 2,995,928 1,855,802

利益剰余金 △426,094 1,844,650

自己株式 △422,050 △395,507

株主資本合計 6,939,580 8,096,740

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 633,154 12,376

為替換算調整勘定 398,975 502,836

退職給付に係る調整累計額 △6,612 △7,762

その他の包括利益累計額合計 1,025,517 507,451

新株予約権 3,059 2,927

純資産合計 7,968,157 8,607,119

負債純資産合計 13,871,638 13,537,960
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年６月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年１月１日
至 2026年６月30日)

売上高 4,101,057 4,671,496

売上原価 3,258,897 3,512,708

売上総利益 842,160 1,158,787

販売費及び一般管理費 1,034,690 961,709

営業利益又は営業損失(△) △192,530 197,078

営業外収益

受取利息 646 1,090

受取配当金 34,160 33,050

為替差益 ― 16,376

保険返戻金 ― 5,034

その他 11,470 3,284

営業外収益合計 46,277 58,835

営業外費用

支払利息 15,992 19,448

為替差損 37,518 ―

その他 127 122

営業外費用合計 53,638 19,570

経常利益又は経常損失(△) △199,891 236,343

特別利益

投資有価証券売却益 ― 1,058,212

特別利益合計 ― 1,058,212

特別損失

固定資産廃棄損 4,761 1,689

特別損失合計 4,761 1,689

税金等調整前中間純利益又は
税金等調整前中間純損失(△)

△204,652 1,292,865

法人税等 △12,830 97,822

中間純利益又は中間純損失(△) △191,822 1,195,043

親会社株主に帰属する中間純利益又は
親会社株主に帰属する中間純損失(△)

△191,822 1,195,043
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中間連結包括利益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年６月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年１月１日
至 2026年６月30日)

中間純利益又は中間純損失(△) △191,822 1,195,043

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △28,470 △620,777

為替換算調整勘定 63,123 103,860

退職給付に係る調整額 △1,692 △1,149

その他の包括利益合計 32,961 △518,066

中間包括利益 △158,861 676,976

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 △158,861 676,976
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年６月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年１月１日
至 2026年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益又は税金等調整前中間
純損失（△）

△204,652 1,292,865

減価償却費 318,969 247,665

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △58,464 2,638

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △18,150 △49,950

受取利息及び受取配当金 △34,806 △34,141

保険返戻金 ― △5,034

支払利息 15,992 19,448

固定資産廃棄損 4,761 1,659

投資有価証券売却損益（△は益） ― △1,058,212

売上債権の増減額（△は増加） 776,935 127,665

棚卸資産の増減額（△は増加） △204,389 270,890

仕入債務の増減額（△は減少） △390,991 △20,399

未払又は未収消費税等の増減額 28,672 150,301

その他 93,337 167,747

小計 327,212 1,113,146

利息及び配当金の受取額 34,806 34,141

利息の支払額 △15,992 △19,448

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △56,010 9,671

営業活動によるキャッシュ・フロー 290,016 1,137,510

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △353,875 △789,676

無形固定資産の取得による支出 △15,890 ―

投資有価証券の取得による支出 △5,099 △5,285

投資有価証券の売却による収入 ― 1,394,861

保険積立金の払戻による収入 ― 5,034

出資金の払込による支出 △10,000 ―

権利金等の払戻による収入 2,000 ―

その他 7,349 26,684

投資活動によるキャッシュ・フロー △375,515 631,617

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 1,100,000 ―

長期借入金の返済による支出 △462,898 △370,952

リース債務の返済による支出 △39,206 △38,295

自己株式の取得による支出 ― △36

自己株式の処分（新株予約権の行使） ― 23,249

配当金の支払額 △119,113 △61,365

新株予約権の発行による収入 3,059 ―

財務活動によるキャッシュ・フロー 481,840 △447,402

現金及び現金同等物に係る換算差額 35,283 65,001

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 431,625 1,386,727

現金及び現金同等物の期首残高 2,857,775 2,541,657

現金及び現金同等物の中間期末残高 3,289,400 3,928,385
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ.前中間連結会計期間(自 2025年１月１日 至 2025年６月30日)

報告セグメントごとの売上高および利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント

調整額

(注)１

中間連結

損益計算書

計上額

(注)２

印字記録媒体

および事務用

消耗品関連事業

プラスチック

成形関連事業
計

売上高

サーマルトランス

ファーメディア
2,535,114 - 2,535,114 - 2,535,114

インパクトリボン 388,301 - 388,301 - 388,301

テープ類 658,341 - 658,341 - 658,341

機能性フィルム 217,289 - 217,289 - 217,289

その他 130,498 - 130,498 - 130,498

プラスチック成形 - 171,512 171,512 - 171,512

顧客との契約から

生じる収益
3,929,545 171,512 4,101,057 - 4,101,057

外部顧客への売上高 3,929,545 171,512 4,101,057 - 4,101,057

セグメント間の

内部売上高又は振替高
- 472 472 △472 -

計 3,929,545 171,985 4,101,530 △472 4,101,057

セグメント利益 809,086 33,137 842,223 △63 842,160

(注)１ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２ セグメント利益の合計額は、中間連結損益計算書の売上総利益と調整を行っております。
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Ⅱ.当中間連結会計期間(自 2026年１月１日 至 2026年６月30日)

報告セグメントごとの売上高および利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント

調整額

(注)１

中間連結

損益計算書

計上額

(注)２

印字記録媒体

および事務用

消耗品関連事業

プラスチック

成形関連事業
計

売上高

サーマルトランス

ファーメディア
2,776,863 - 2,776,863 - 2,776,863

インパクトリボン 599,945 - 599,945 - 599,945

テープ類 757,776 - 757,776 - 757,776

機能性フィルム 207,331 - 207,331 - 207,331

その他 107,544 - 107,544 - 107,544

プラスチック成形 - 222,035 222,035 - 222,035

顧客との契約から

生じる収益
4,449,460 222,035 4,671,496 - 4,671,496

外部顧客への売上高 4,449,460 222,035 4,671,496 - 4,671,496

セグメント間の

内部売上高又は振替高
- 172 172 △172 -

計 4,449,460 222,208 4,671,668 △172 4,671,496

セグメント利益 1,106,987 51,832 1,158,820 △32 1,158,787

(注)１ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２ セグメント利益の合計額は、中間連結損益計算書の売上総利益と調整を行っております。


